
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
ら
の
資
料
を
参
考
に
、
赤
穂
市
選
定
保
存
技
術
保
持
者
（
和
船
建
造
の
技
術
）

の

湊
み
な
と

隆
司

た

か

し

氏
に
復
元
模
型
を
制
作
し
て
い
た
だ
き
、
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
て

い
ま
す
。 

    

明
治
時
代
に
鉄
道
が
で
き
る
ま
で
、
大
和
川
は
大
和

や

ま

と

（
現
在
の
奈
良
県
）
と
河
内

か

わ

ち

（
現

在
の
大
阪
府
）
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
路
で
し
た
。
河
合
町
市
場
に
あ
る
御
幸
橋

み
ゆ
き
ば
し

の
東
側

に
、
か
つ
て
「
川
合
浜

か
わ
い
は
ま

」
と
い
う
船
着
場
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
荷
物
が
集
ま
る
と
こ

ろ
で
し
た
。
魚
梁
船
は
川
合
浜
な
ど
の
船
着
場
と
亀
ノ
瀬

か

め

の

せ

（
王
寺
町
・
大
阪
府
柏
原
市

か
し
わ
ら
し

）

の
間
で
荷
物
の
運
搬
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
川
合
浜
か
ら
亀
ノ
瀬
ま
で
は
米
や
綿
な
ど
が

運
ば
れ
、
亀
ノ
瀬
か
ら
川
合
浜
や
さ
ら
に
上
流
の
船
着
場
へ
は
肥
料
な
ど
が
運
ば
れ
ま

し
た
。 

魚
梁
船
の
実
物
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
昭
和
十
二
年
刊
行
の
『
大
和
王
寺
文
化
史

論
』
に
よ
る
と
、
長
さ
約
十
五
．
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
．
五
メ
ー
ト
ル
で
、
剣
の
よ

う
な
細
長
い
形
は
亀
ノ
瀬
よ
り
下
流
で
使
わ
れ
た
剣
先
船

け
ん
さ
き
ぶ
ね

と
似
て
お
り
、
剣
先
船
（
長

さ
約
十
七
．
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
．
九
メ
ー
ト
ル
）
よ
り
や
や
小
さ
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
剣
先
船
に
つ
い
て
は
明
治
四
十
四
年
刊
行
の
『
大
阪
市
史
巻
五
』
に
図
面
が
載

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

や

な

ぶ

ね

魚

梁

船 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大和川

＝近世の船着場 

・荷継問屋 
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御幸橋と川合浜跡 市場のまちなみ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 魚梁船復元模型 縮尺 1／10 


